
魔法の言葉 プロジェクト 活動報告書 
報告者氏名：亀田 隼人  所属：東京都立南花畑特別支援学校  記録日：平成３０年２月９日 

キーワード：VOCA、コミュニケーション 

【対象児の情報】!
・学年 中学１年男子      ・障害名 知的障害 スミス・レムリ・オピッツ症候群 

・障害の状況!

⚫運動面では、特に動き出しに時間がかかった。歩行は不安定で階段昇降では手すりが必須であった。手先が  

 不器用であった。  

⚫2 歳半程度の言語理解があるとされていた。学校では日常的な言語指示(「トイレは?」「片付けて」「雑巾 

 がけお願い」など)に応じて行動することができていた。  

⚫表出面では、発声はあったが発音が不明瞭で、教員だけではなく家族でさえも本人の言うことを聞き取るこ 

 とができなかった。本人が伝えたい内容は、状況から相手が推し量るしかなかった。  

⚫親和的な性格で、人に話しかけられると笑顔で応じた。歌を聴いたり歌ったりすることが好きで、誰かが歌 

 っていると顔を覗き込む様子もあった。身近な教員や友だちに話しかけるなど、自ら関わる姿もあった。  

・困難の内容!

⚪言いたいことが伝わらない。その方法をもっていない。伝わらないと寝転んで怒ったり、自分の手首を噛ん 

 だりする。  

⚪自分の思いが相手に伝わらないためやり取りにならない。人間関係が深まらない。  

⚪やり取り体験の少なさや運動面の困難から、自ら誰かに関わろうとする気持ちが弱い。学校では誰かと一緒 

 にいる以上に、一人で感覚遊びに没頭している姿が多い。  

【活動目的】!
・当初のねらい!

☝ 相手にわかる方法で思いを伝える 
☝ 伝えられる内容を増やす       こととした。  

・実施期間 平成２９年６月～平成３０年１月 

・実施者 亀田隼人、対象児の家族 

・実施者と対象児の関係 !

 学級担任ではなく学年付きの教員として接した。学年の体制をみながら臨機に活動をサポートする立場であ
った。対象生徒とは不定期に関わったが、給食と昼休み、週 3回程度設定されている国語数学の個別学習の時
間は比較的安定して関わることができた。!!

!

!



【活動内容と対象児の変化】!
１）対象生徒の事前の状況!

 学校生活の中で、対象生徒が何か言いたそうにしている場
面を 2週間観察した(図 1)。「自由時間」「給食場面」「登
校時」「教室移動場面」で発声や指さしがみられた。このこ
とから対象生徒には伝えたい思いがしっかりあることがわか
った。また特に「登校時」「教室移動時」では、怒って寝転
ぶ様子がみられた。このことから、本人でも名称がわからな
い思いがあるのではないかと推察した。 

 さらに、エピソードⅠから、対象生徒には画像のよう 

な見せたり操作したりする方法が思いを伝える手段となるかもしれ
ないと考えた。 

《エピソードⅠ(自由時間)》 入学式でステージ上に映し出されるスライドをプ
リントした資料(図 2)を見つけた対象生徒は、それを持って教員に駆け寄り、一
つのスライドを指差して示した。本校の行事で頻繁に歌われる曲の一節が示さ
れていたため教員が歌うと大きな笑顔を見せて喜んだ。歌い続けると対象生徒
も一緒に声を出して歌った。�  

!

２）その活動の具体的内容!

（１）理解語彙の把握!

 対象生徒の理解語彙を以下の方法で改めて確認した。 

☝個別学習において、イラストに適切なひらがなチップを合わせた 

 り、音声言語による指示に従ってイラストを指差したりした。 

☝生活場面において、正しく応じる語とそうでない語を整理した。 

 結果、100 を超える語の理解があることがわかった（図３）。語の
連鎖については安定した回答が得られなかった。このことから、対象
生徒が自分の思いを表出するにはまずは単語レベルがいいこと、ま
た、生活のやり取りの中で状況を言語化したりより詳しい説明を求め
たりすることによって、語が連鎖していくことに気づく経験を積むこ
とが有効ではないかと考えた。 

（２）使用アプリの選定と活用!

①"使用アプリの選定!

 対象生徒に有効な方法は、  

✨いずれは生活場面のような自然な状況で使用できるもの  

✨本人の運動面を考えるとできるだけかさばらずに携帯でき、両手が空いた状態でいられるもの 

：発声、指差し等 ：寝転ぶ、怒る等 

（図１）学校生活場面での様子（５月） 

（図２）スライド資料 

（図３）理解語彙の例 



 

と考えた。これらの条件を満たすものとして、タップした文字や作成
した語を読み上げてくれるアプリ「指伝話文字盤」を選んだ（図
４）。このアプリの良さは以下である。  

⭕タップした文字が画面に表示されたまま残るため、誤操作したこ 

 とがわかりやすい。 

⭕タブレットで携帯できるため、カードと比べてかさばらない。 

⭕表示された語を音声で読み上げる(フィードバックされる)こと 

 が、語彙の定着にもつながるのではないか。 

⭕行やボタンの位置を使用者に合わせて設定できるため、手先の不 

 器用な対象生徒にも使いやすいようにカ スタマイズできるのでは
ないか。 
 さらに、秋以降は携帯場面の拡張を図ったが、場面によっては相手との会話のペースについていけないとい
う課題があがった。そこで、対象生徒がより自然な生活場面でも思いを表出できるようにするために入力時間
の短縮を考えた。「DropTalk HD」を使用し、対象生徒が生活上使うことが多い語をボタン化して、カテゴリ
ーごとにキャンバスとして用意した。教科を担当する教員との話し合いで、対象生徒はイラストよりも文字の
ほうがイメージしやすいことがわかったため、ボタンにする語はひらがな表記を基本とした（図５）。 

②"教科学習における使い方指導と活用!

 アプリ導入前には、国語数学の個別指導場面ではひらがなチップを組み
合わせてイラストに該当する語を作る課題に取り組んでいた。ひらがなチ
ップを「指伝話文字盤」に代替して課題に取り組んだ(図６)。文字盤上で
隣り合う不適切な文字をタップしてしまうこともあったが、そのことに自
分で気づき修正することができた。当初はタブレットの携帯を考えていた
が、iPhone 上でも操作できるようになった。アプリを操作できるように
なってからは、動画で撮り貯めた学校生活の様子を観ながら iPhone を使
って自由に会話をした（図７）。  

③"給食場面における使い方指導と活用!

 対象生徒は、一口ずつ別皿に取り分けて食べていた。そこで、食べたい
メニューを「指伝話文字盤」を使って伝えるようにした。実物が目の前に
あるため、入力した語が間違えていた場合でも必要に応じて訂正すること
ができ本人が語を正しく理解しているかどうか判断しやすかった(図８)。 
また、食事中に料理の感想などを聞き出した。 

④"生活場面における使い方指導と活用!

 アプリの操作ができるようになったと判断し、体育など本人にとって危
険でない他の生活場面でも「指伝話文字盤」を携帯するようにした。主に 

（図４）「指伝話文字盤」 

（図５）「Drop Talk HD」 

（図６）個別学習の様子 

（図７）自由に会話 

（図８）給食場面の様子 



 
は昼休みを始めとする自由時間であった(図９)。生活に応じたiPhoneの
音量調整や「Drop Talk HD」のキャンバス切り替えなどは生活場面でそ
の都度指導した。それぞれ数回の指導で操作を覚えることができた。ま
た、起こった出来事に対する思いを「Drop Talk HD」のライブラリにあ
るシンボルで確認し、必要に応じてキャンバスに追加した。  
 

⑤"家庭場面における活用 

 家族との会話を目指して、秋以降は家庭に毎日 iPhone を持ち帰るようにした。 

 

３）対象生徒の事後の変化（～９月）!

 生活場面で文字盤を携帯するようになってから、エピソードⅡ～Ⅴに示すように、それまでは相手が推し量
るしかなかった対象生徒の思いが明確な音声で相手に届くようになった。また、本人の伝えたい思いは要求だ
けではなく、その場の事象を共有したいという意思や、体調の報告など多岐にわたるということが確認でき
た。また、文字盤を使うことによって対象生徒から発信するだけでなく、相手の発信に応えるやり取りができ
るようになった。7月末には学級担任から、寝転んで怒っている姿が少なくなってきているようだとのコメン
トがあった。  

（１）給食場面での表出!

《エピソードⅡ(共感を求める)》 給食の時間、牛乳はキャップを開けるのに「あ
けて」の要求が必要だったが、その後は好きな時に自分の意思で飲むことができ
た。対象生徒は、キャップを開けてしばらく経ってから「うし」と入力し実施者
の顔を見た。教員が周りをみると牛乳瓶のラべルに牛の描写があった (図 10) 

 

（２）自由遊び場面での表出 

《エピソードⅢ(好きな歌の要求)》間もなく自発的に「うた」の要求ができた。
アプリの導入前には曲が違うと怒る姿も多かったが、教員が「何の歌?」と尋ねる
と。「おひさま うた」など曲名を伝えることもできた（図 11）。「おひさま」
は入学式の資料で対象生徒が要求した「おひさまとともだち」という歌だった。  

（３）学習場面での表出 

《エピソードⅣ(体調の報告)》 授業中に課題に向かわず机に伏せがちであ
った対象生徒に「具合が悪いの?寝る?」と言葉をかけたが納得がいかない
様子であった。ホワイトボードに添付されていた教室と保健室の写真カー 
ドを提示すると、各カードに書かれていたひらがなによる名前を見ながら
「ほけんしつ ねる」と入力し、学級担任に示した。保健室では何も参照せ
ず改めて同じ語を入力し養護教諭に伝えた。対象生徒は発熱しており、その
日は早退した(図 12)。  

（図９）生活場面に導入 
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（図 10）牛乳瓶の描写 

（図 12）体調の報告 

（図 11）歌の要求 
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《エピソードⅤ(気持ちの切り替え)》 寝転んで怒ることが多かった「移動
時」には、「ほん」と入力して実施者に求めることもあった。実施者が 
「じゃあ教室で読もうか」と言葉かけをすると怒るのをやめて立ち上がり
教室まで移動することができた（図 13）。  

 

４）対象生徒の事後の変化（～１月） 

（１）濁点、半濁点、長音符、促音の入力が正確になった！ 

 機会ごとの練習によって、「さらだ」「ぱん」「すーぷ」「しずかに」などを正確に入力できるようになっ
た。この変化によって、対象生徒の思いはより明確に相手に伝わるようになった。 

（２）二語連鎖させて要求するようになった！ 

 給食場面では、食べたい料理を「◯◯ください」と入力して要求するようにした。「ください」は入力回数
が多く、入力速度が速くなった。また「Drop Talk HD」のキャンバスを使い分け、「◯◯さん ◇◇して」の
ような要求ができるようになった。 

（３）内容に幅が出てきた！ 

 対象生徒が入力する内容は要求が多かったが、取り組みの後半にはそれ以外のものも出てきた。学級活動で
ゲーム大会をしたときには、風船が割れた音に対して笑いながら「すごい」と入力し相手に伝えた。 

 

５）報告者の気づきとエビデンス 

（１）自発的で明確な表出！ 

 iPhone 使用前と使用後とで自発的な要求の数を
比べた（図 14）。使用前の要求のうち対象生徒の
思いがわかって応じられたのは１回（エピソード
Ⅰ）である。iPhone を使用するようになってか
ら、自ら伝えようとする姿がふえていることがわか
る。これらのことから、人の思いは生きていて、
「伝えたい」というモチベーションがある実生活の
中でやり取りを重ねてこそ膨らみ、より確かなもの
になると感じた（エピソードⅥ、Ⅶ）。やり取りを
重ねるうちに家庭での自然な生活場面においても思
い出を報告するなど要求以外のやり取りができるよ
うになった（エピソードⅧ）やり取りを重ねるため
にはその人に応じた方法が整っていることが必要だ
ということがわかった。 

（図 13）気持ちの切り替え 

（図 14）自発的な要求の変容 



 

《エピソードⅥ（いただきます）》給食場面では、料理に対する感想を求
めても質問をそのまま繰り返して返答するなど生返事が多かったが、給食
の始まりには自ら「いただきます」をするようになった（図 15）。 

 

 

 

《エピソードⅦ（遊びの種類）》自由遊び場面には一緒にやりたい遊びを
さかんに要求するようになった。「こうか（校歌）」「おひさまとともだ
ち」など歌の要求が多かったが、「だんす」や「わ（驚かせる遊び）」の
ように動きのある遊びも出てきた（図 16）。 

 

《エピソードⅧ（たいこ）》個別学習の時間に動画を観ながら会話をするうちに、音楽会の思い出など好きな
動画ができた。後日家庭では、母親に「たいこ」の文字を入力し、楽しかった出来事を報告した。 

 

（２）怒る回数が減った！ 

 １２月に改めて対象生徒が怒る様子を観察した（図 17）
ところ、取り組み開始当初（図１）にはなかった「解決」の
機会が観察できた。相手が対象生徒の思いを推し量るのでは
なくやり取りをして「解決」するのである（エピソード
Ⅸ）。怒る回数が当初と比べて減ったのは、自分の思いを伝
える手段をもったことで、大丈夫という安心感を抱けるよう
になってきたためだと考える。やり取りができるようになっ
てからは、その場で要求に応じられなくても「後でね」や
「教室に着いたらね」などの条件をのんで折り合うことがで
きるようになってきた。 

 

《エピソードⅨ（紅葉？校歌！）》iPhone を携帯する以前、家庭で母親に携帯に曲を入れてくれと訴えるこ
とがあった。本人は一生懸命歌ったが母親は何の曲かわからず「紅葉」だとわかるのに何日もかかった。  

 iPhone を携帯してから、本人が歌っていた曲名を母親が尋ねると「こうか（校歌）」と答えた。母親はそ
の場で本人の伝えたいことがわかった。 

 

 

 

 

（図 17）学校生活場面での様子（12月） 

（図 15）自ら「いただきます」 

（図 16）遊びの幅の広がり 

：解決 



（３）人間関係が深まった！ 

 対象生徒は大声や高い鳴き声が苦手だった。そういう音がすると耳を塞いだり怒ったりすることが多かっ
た。iPhone で「いや」の思いを発信できるようになってから、どうしてほしいのかを伝える練習をしたとこ
ろ、思いを具体的に伝えられるようになってきた（エピソード X）。思いの内容は人との関係をポジティブに
求めるものも増えてきた（エピソード XⅠ、XⅡ）。自分の思いが確実に伝わる経験を重ねる中で、思いを伝え
る相手が家族や教員など一部の大人だけでなく、友だちなどに広がってきた。 

 

《エピソードX（詳細な思い）》自由遊びの時間に泣いていた友だちの側
に走り寄り、「しずかに」と入力して直接伝えた。後日同じような場面で
は、「なく」「（自分が）おこる」「うるさい」「いらいら」の発信があ
った（図 18）。 

 

 

《エピソードXⅠ（こんにちは）》対象生徒には好きな先輩がおり、給食
を食べる食堂でほぼ毎日会うことができた。先輩の声が聞きたくて周りを
うろうろするが中々思いが届かなかった。「こんにちは」の挨拶の練習を
すると、自ら先輩に近寄り「◯◯くん こんにちは」と呼びかけるように
なった（図 19）。先輩が応じないときは彼の肩に触れて注意を促した。 

 

 

《エピソードXⅡ（ごちそうさま）》食堂では調理員のほうをよく観察し
てした。「ごちそうさまって言ってきたら？」と促すと近寄り、「ばいば
い」と言っていた。 

 

 

 

 対象生徒には、人と社会的な関係を築いていくための素地ができたと考える。将来に向けて、様々な人に思
いを伝える経験を積むことで自分自身の新しい思いに気づいたり、やり取りを通して相手にも思いがあること
を知って折り合ったり、自分自身が納得できるように立ち振る舞ったりしながら生活の幅を広げていってほし
いと願う。そしてそのためには、対象生徒にとっての文字の意味を問い直し、本当の思いに迫れるような環境
を整えていく必要があると考える。 

（図 18）詳細な思いの表出 

（図 19）「こんにちは」 

（図 20）「ばいばい」 


